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霞台厚生施設組合 生活環境影響調査の概要について 
 

 

1. 生活環境影響調査の概要 

1.1 生活環境影響調査とは 

地方公共団体が一般廃棄物処理施設を整備する際には、「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律」に基づき、当該施設の設置が周辺地域の生活環境へ及ぼす影響について調査を実施

し、その調査結果を記載した書類を添えて県知事に届出（施設着工 60 日前）することと定

められています。 

 

1.2 本調査の考え方 

霞台厚生施設組合では、これまでに現施設を建設する際にも、生活環境影響調査を実施

（平成 2 年 3 月）しています。今回の施設整備においては、組合が有する既開発敷地内を

基本としており、排出基準等については、現在より厳格化し、さらに法規制値より厳しい

自主基準値を設定することから、このたびの影響評価調査においては、過年度の調査結果

や現在までの運転実績等をふまえ、調査内容や調査範囲を重点化したうえで、合理的かつ

効果的に実施するものとします。 

 

1.3 本調査の進め方 

① 事業計画と地域環境の特性を踏まえ、評価項目を選定し、調査計画を作成します。 

② 計画書に従って調査を実施し、調査結果を踏まえて環境影響を予測・評価を行います。

（また、それを受け施設整備の際に所要の環境保全対策を講じます。） 

③ 現地調査結果や予測・評価結果を記載した、生活環境影響調査書を作成します。同調査

書を公告・縦覧し、地域住民説明会を開催して意見を聴取した後に県知事に提出します。 
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【図 1 生活環境影響調査の進め方】 

【資料２_付属】 
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2. 調査の内容 

調査項目の選定は、「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針」に示されている標準的な関連

表（表１参照）をもとに設定します。調査内容は、表２及び図３に示すとおりです。 

 

表１ 生活環境影響要因と生活環境影響調査項目（焼却施設） 

調査事項 
生活環境影響要因 

生活環境影響調査項目 

煙突排ガ

スの排出 

施設排水

の排出 

施設の稼

働 

施設からの

悪臭の漏洩 

廃棄物運搬

車両の走行 

大 

気 

環 

境 

大気質 二酸化硫黄(SO2) ○     

 二酸化窒素(NO2) ○    ○ 

 浮遊粒子状物質(SPM) ○    ○ 

 塩化水素(HCl) ○     

 ダイオキシン類 ○     

騒音 騒音レベル   ○  ○ 

振動 振動レベル   ○  ○ 

悪臭 特定悪臭物質濃度 

及び臭気指数 
○   ○  

水 

環 

境 

水質 BOD 又は COD  △    

 浮遊物質量(SS)  △    

 その他必要な項目  △    

備考）○：生活環境影響調査項目として選定した項目 

   △：事業特性（排水はクローズﾄﾞシステム）から、環境影響はないため選定しない項目 

 

表２ 環境影響調査(現地調査)の内容・調査期間 

環境要素 調査項目 調査地点 調査時期・期間 

大
気
質 

大気質 二酸化硫黄，窒素酸化物，浮遊粒子状物質，塩化水

素，ダイオキシン類 

計画地及び周辺

地域 5 地点 
2 季（夏冬） 

各季 7 日間 
窒素酸化物，浮遊粒子状物質 搬入ルート 1地点 

粉じん（降下ばいじん） 予定地 1 地点 2 季、各季 1 ヶ月間 

気象 地上気象（気温,湿度,日射量,放射収支量） 計画地 1 地点 
1 年間連続 

地上気象（風向,風速） 周辺地域 1 地点 

騒
音
・
振

動 

騒音 

振動 

道路交通騒音レベル,道路交通振動レベル,地盤卓越

振動数 
搬入ルート 3地点 

年 1 回(平日の 24 時間) 
環境騒音の騒音レベル,環境振動の振動レベル 計画地 2 地点 

交通量 時間交通量（上下線別車種別）,走行速度,道路構造 搬入ルート 3地点 

悪臭 特定悪臭物質 22項目,微気象（風向,風速,気温,湿度） 

臭気指数(臭気濃度) 

計画地 2 地点 

既存施設 1 地点 
年 1 回（夏季） 
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図 3 現地調査地点位置図 


